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250年

の
歴
史
を
誇
る
若
桜
神
社
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
宵
宮
か
ら
始
ま
り
、
当
日
は
御
幸
行
列
、
獅
子
舞
、
神
輿
が

宿
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
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○日本一大幟相撲大会実行委員会
事業名：日本一大幟相撲大会

　第23回を迎えた当大会を屋堂羅自治会、自警団及び
婦人会が中心となって企画運営し、城北高校相撲部の
指導協力のもとに八頭郡及び鳥取市の小学生の相撲大
会を実施するとともに、調理指導を受けてちゃんこ鍋
とおにぎりを作り、選手や応援者・見学者に試食をし
ていただくなどして、町内外の交流を図るとともに、
屋堂羅集落の活性化と人材育成を図りながら、地域文
化・伝統の継承に努めました。

日本一大幟相撲大会

集落総出の「傘踊り」

若桜町特産品の販売

清掃活動を実施

平成23年度 人材育成・村おこし事業の取り組み結果
　平成23年度は、９団体がこの事業に取り組みました。

　今月はこのうち、５団体の事業の成果をご紹介します。

○若桜町地域おこし協議会
事業名：若桜町の地域おこし関連事業

　若桜町の地域おこしに関心のある者が「元気な若桜
町」を目標に、行政の取り組みと連携を取りながら活
動を行いました。
　豊岡市出石町・加西市北条の宿を視察し、両地区の
景観やガイドを視察したほか、真庭市勝山町ほかでは
町並みと特産品について研修を深めました。また、地
域との交流として若葉台公民館との交流を実施した
り、活動について広報誌を発行しました。

ガイドの視察

平成24年度 人材育成・村おこし事業で４団体に助成
　若桜町人材育成基金運営委員会では申請のあった４団体から事業内容や効果の説明を受け、厳正な審
査の結果、下記のとおり決定しました。
　若桜町活性化のために、幅広い視野を持ち行動力のある人材や指導者の育成、村おこしにつながる活
力あるグループや集落を支援します。

（単位：円）　

団　体　名 事　業　の　内　容 助　成　額

日本一大幟相撲大会実行委員会
日本一大幟相撲大会を開催し、伝統継承、集落の
活性化を図る。

150,000 円

若桜わんわんパトロール隊

昨年設置した犬の散歩コースの清掃及びポイ捨て
禁止看板の支柱の修繕と、試験的な生ゴミ処理機

（ペットの糞の処理可）を設置しきれいな町づく
りを推進する。

150,000 円

若桜町地域おこし協議会
「元気な若桜町」を目標に、研修会・交流会の開催、
広報誌の発行等、地域おこしに関連した事業を展
開する。

170,000 円

若桜未来ラボ
若年層を中心とした若桜町出身者で構成される町
の活性化に取り組む集団を形成し、講演会・ワー
クショップを企画、開催する。

257,000 円

計 727,000 円

○加地公民館
事業名：伝統行事の継承と地域の活性化

　加地では初盆を迎えた家の前で集落総出の手踊り、
傘踊りを行い仏の供養をしています。この度購入した
傘を活用して、帰省客も参加ができるようにし地域の
伝統を継承していきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○吉川ＹＹＣ
事業名：武蔵野市交流事業

　平成19年から吉川で民泊及び山村体験を受け入れて
いる東京都武蔵野市が開催する「第31回むさしの青空
市」へ出店し、武蔵野市民との交流を図り、若桜町の
特産品の販売を行いました。
　今後も手打ちそばの販売ができる都市との交流を
やっていきます。

○若桜わんわんパトロール隊
事業名：わんパトぴかぴか町づくり事業

　町内の犬の定番散歩コースの清掃活動を実施し、町
民みんなが住んできれい、観光客が来てきれいなまち
づくりを目指し、犬の糞のポイ捨て禁止を呼びかける
看板を設置しました。また、定期的に清掃活動も実施
しました。
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　「
男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は
家
庭
を
守
る
」

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思

い
ま
す
か

　

男
性
は
「
賛
成
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」

と
選
択
さ
れ
た
方
が
多
く
、
女
性
で
は
「
反
対
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
と
回
答
さ
れ
た
方

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
男
性
に
比
べ
女
性
の
意

識
改
革
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。

　

一
方
で
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」「
無
回
答
」

と
さ
れ
た
方
は
、
県
の
調
査
に
比
べ
若
桜
町
は

３
倍
以
上
の
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

積
極
的
に
「
賛
成
」
と
さ
れ
た
の
は
、
男
性
よ

り
女
性
の
選
択
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

こ
の
結
果
か
ら
、
ま
だ
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
が
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、
女
性
の
社
会

進
出
を
図
る
た
め
に
も
意
識
改
革
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

若桜町男女共同参画意識調査
アンケートの結果から　その３

若桜町男女共同参画意識調査（H22. ３）

　　「男性は外で働き、女性は家庭を守る」という考え方について

問

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
「
男
女
と
も
外
で

働
け
」と
い
う
こ
と
で
も「
伝
統
や
習
慣
を
否
定
」

す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
男
女
と
も
に

同
じ
選
択
肢
が
あ
り
、
同
じ
条
件
で
自
由
に
意

志
決
定
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
」
こ
と
で
、
固

定
観
念
な
ど
に
よ
り
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
男
女

別
々
に
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
て
い
る
よ
う
な
環
境

を
変
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
生
活
の
中
で
も
、
悪
気
が
な
く
て

も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
近
な
人
を
形
に

は
め
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

平成24年度

若桜町壮年ソフトボール大会  西町７連覇達成！！

　

若
桜
町
壮
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
９
チ
ー
ム
参
加

の
も
と
５
月
20
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
夜
に
開

催
し
て
い
ま
し
た

が
昨
年
は
雨
続
き

の
た
め
大
会
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は

１
日
で
終
わ
る
よ
う

に
休
日
開
催
と
し
ま

し
た
。

　

西
町
対
山
田
町
の
決
勝
戦
で
は
、
西
町
が
３
本

の
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
３
回
ま
で
に
16
点
を

奪
い
ま
し
た
。
３
回
裏
、
山
田
町
も
粘
り
を
み
せ

６
点
を
奪
い
ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
と
な
り

西
町
が
見
事
７
連
覇
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
戦
か
ら
同
点
の
試
合
が
続
く
な
ど
、
笑
い
声

や
歓
声
が
聞
こ
え
る
中
に
も
白
熱
し
た
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
日
の
食
事
は
お
腹
を
満
た

す
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
な
心

と
体
を
作
る
た
め
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大

人
に
と
っ
て
も
「
食
べ
る
」
こ

と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。食
育
月
間
だ
け
で
は
な
く
、

ひ
と
月
に
１
回
で
も
自
分
や
家

族
の
「
食
事
」
や
「
食
べ
る
」

こ
と
に
つ
い
て
ふ
り
か
え
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　楽
し
い
食
事
と
正
し
い
食
生

活
の
た
め
に

＊
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う

＊
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
ろ
う

＊
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛か

ん
で
食
べ

よ
う

＊
魚
や
野
菜
を
食
べ
よ
う

＊
旬
の
食
材
を
食
べ
よ
う

＊
牛
乳
・
乳
製
品
を
と
ろ
う

６
月
は
食
育
月
間

　19
日
は
食
育
の
日

内 容実施時期金 額利用区間名 称
満65歳以上の方を対象に販売。通常料金
（4,200円）よりも1,260円お得です。通年2,940円若桜鉄道線内

（若桜駅～郡家駅）
シルバー回数券
（11枚綴）の発売

満65歳以上の方を対象に販売。
※月に12回以上利用される方は、シルバー
定期券がお得です。
（参考：通勤定期1カ月16,380円）

通年
1カ月 3,000円
3カ月 9,000円
6カ月 18,000円

若桜鉄道線内
（若桜駅～郡家駅）シルバー定期券の発売

若桜駅～郡家駅間が1日乗り放題です。どな
たでもご購入いただけます。
（参考：往復運賃840円）

通年760円若桜鉄道線内
（若桜駅～郡家駅）往復乗り放題切符の発売

若桜駅～郡家駅間が1日乗り放題です。どな
たでもご購入いただけます。土曜・日曜・祝
日のみの限定販売。

通年大人1名・小児1名で
760円

若桜鉄道線内
（若桜駅～郡家駅）ファミリー乗車券の発売

内 容実施時期利用区間名 称
回数券購入者には1冊あたり500円分のお買い物券を進呈
1カ月定期券購入者には500円分のお買い物券を進呈
3カ月以上定期券購入者には1,000円分のお買い物券を進呈

通年八頭高校前駅以遠の
定期券・回数券購入者定期券・回数券の販売促進

上記購入者に通常の２倍のお買い物券を進呈10月同上乗車運動強化月間の設定
若桜鉄道を往復利用する団体にジュース又は弁天まんじゅう
をプレゼント通年8名以上の団体町内・町外団体利用者への

プレゼント

　　　「若桜鉄道」の利用促進に
　　　　　　さらなるご協力をお願いします。
　鉄道は通学や通院、買い物などで自家用車が利用できない方にとって、重要な交通手段ですが、沿線
人口の減少や高校生の通学パターンの変化などにより運行収入が減少し、経営環境は厳しい状況にあり
ます。
　若桜鉄道の経営安定化のためには、町民の皆様の積極的な乗車運動が必要です。「週に１度は若桜鉄道
利用して通勤する。」、「各家庭で回数券を購入する。」など、若桜鉄道を存続するためのご支援をお願い
します。
　利用促進のための、主な取り組みについてご紹介します。詳しくは若桜鉄道（☎ 82 － 0919）にお問
い合せください。

●若桜鉄道サポート倶楽部

　若桜鉄道の経営安定化のためにご支援ください。年会費は個人 3,000 円・法人 5,000 円です。特典として 1
名様の若桜駅構内の入構料が 1 年間無料になります。
●若桜鉄道応援団

　若桜鉄道を応援してくださる方を募集しています。年会費は 1,000 円です。特典として若桜駅～郡家駅間の
1 日フリー乗車券が付いています。
●枕木オーナー

　枕木オーナーを募集しています。1 本 5,000 円で枕木に名前・メッセージ等の入ったプレートを設置します。
設置期間は 3 年間です。

区　分 男性 (%) 女性 (%) 合計 (%) 鳥取県 (%)

賛成 3.8 8.3 6.3 6.4
どちらかといえば
賛成 25.0 18.3 21.4 35.3

どちらかといえば
反対 9.6 13.3 11.6 23.4

反対 17.3 18.3 17.9 21.4
どちらともいえ
ない 25.0 36.7 31.3

13.5
無回答 19.3 5.1 11.5

問

平成24年６月5
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みんなできれいなまちづくり！
若桜わんわんパトロール隊清掃ボランティア活動

　若桜わんわんパトロール隊（西本誠隊長）による町内

清掃活動が、八東川沿いを中心に行われました。放置

してある犬のフンの回収やゴミ拾いなど、８名の隊員

が２時間にわたり汗を流されました。また、昨年、町

の人材育成事業で購入し、設置した啓発看板の点検も

あわせて行い、大雪や暴風で壊れた看板の補修も行わ

れました。�

　わんわんパトロールでは、今後も飼い主への更なる

啓発活動を行うとともに、地域の防犯活動にも積極的

に取り組まれる予定です。�

4月24日 火 〉〉〉

平成24年度 若桜町同和教育推進協議会
定期総会の開催

4月28日  土 〉〉〉

わんわんパトロール隊による清掃活動

　平成２４年度の若桜町同和教育推進協議会定期総会が若桜町公

民館に５１名の会員が参加して開催され、昨年の事業・決算報告

につづき、今年度の事業、基本方針、役員改選について協議承認

されました。�

　「人権を尊重し、差別・偏見のないまちづくり」をめざして、今年

度も各事業に取り組みたいと思いますのでよろしくお願いします。

　基本方針、新役員は次のとおりです。�

【基本方針】�

１．�町民一人ひとりが、人権に対する正しい理解と認識を深め、

人権感覚を養い人権尊重の精神を高める。�

２．�学校・家庭・地域社会相互の緊密な連携のもとに、同和問題

をはじめとするあらゆる人権問題の解決につとめる。�

【新役員】

会　　　長 鎌 谷 良 憲
副　会　長 岡 﨑 周 治

〃 徳 田 考 重
企画部会　部会長 川 上 　 　 守
　〃　　副部会長 小　 林　 玲　 子
行政部会　部会長 川　 戸　 伸　 二
　〃　　副部会長 新　 川　 哲　 也
学校部会　部会長 山　 本　 光　 文
　〃　　副部会長 矢　 部　 紀　 子
啓発部会　部会長 伊 井 野　 孝　 一
　〃　　副部会長 奈 羅 尾　 寿　 夫
企業部会　部会長 門　 村　 裕　 明
　〃　　副部会長 田　 中　 秀　 夫
　〃　　副部会長 谷　 川　 充　 弘
広報部会　部会長 谷　 口　 国　 彦
　〃　　副部会長 上　 川　 恭　 子

会 計 監 査 谷　 口　 秀　 子
〃 前　 田　 弥　 生

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
場
合
に
は
手

続
き
が
必
要
で
す
。                                

　

利
用
権
設
定
事
業
で
貸
し
借
り
を
す
る

と
農
地
法
の
許
可
も
必
要
な
く
、
簡
単
な

手
続
で
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。                                

　

貸
付
期
間
が
満
了
す
れ
ば
自
動
的
に
地

主
へ
返
還
さ
れ
、
離
作
料
を
支
払
う
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
借
り
手
も
期
間
中

は
安
心
し
て
耕
作
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
継
続
し
て

貸
し
借
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
又
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

  

（
申
請
書
は
毎
月
25
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
翌
月
の
定
例
農
業
委
員
会

で
審
議
し
ま
す
。

☎
お問い合わせ先
農業委員会事務局
（８２）２２３９
産業観光課

ＩＰ９（８２）２２３８

５
月
10
日
に
農
業
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

・
利
用
権
設
定�

18
件

利
用
権
設
定
事
業
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
住
宅
に
欠
陥
が

あ
っ
た
場
合
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
住
宅
に
欠

陥
が
あ
り
、こ
れ
が「
瑕か

疵し

」（
民

法
５
７
０
条
）
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
損
害
賠
償
請
求
が
可

能
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
瑕か

疵し

の
存
在
に
よ
り
契
約
の
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
は
解
除
も
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
「
瑕か

疵し

」
と
は
、
契
約
目
的

物
が
通
常
保
有
す
べ
き
品
質
性

能
を
欠
い
て
い
る
場
合
の
み
な

ら
ず
、
契
約
上
予
定
し
て
い
た

性
質
を
欠
く
場
合
も
含
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
「
瑕か

疵し

」
に
は
、

い
わ
ゆ
る
欠
陥
住
宅
問
題
で
問

題
と
さ
れ
る
構
造
上
の
欠
陥
と

い
っ
た
物
理
的
欠
陥
の
み
な
ら

ず
、
心
理
的
瑕か

疵し

、
す
な
わ
ち

一
般
人
で
あ
れ
ば
誰
も
が
そ
の

使
用
の
際
に
心
理
的
に
著
し
く

使
用
を
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
欠

陥
を
も
含
み
ま
す
。
例
え
ば
、

近
隣
に
暴
力
団
事
務
所
が
存
在

す
る
た
め
住
み
心
地
の
良
さ
を

欠
く
状
態
に
至
っ
て
い
る
こ
と

も
心
理
的
欠
陥
に
含
ま
れ
る
と

理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
い
え
ば
、
住

宅
が
継
続
的
に
生
活
す
る
場
で

あ
る
以
上
、
住
宅
に
ま
つ
わ
る

嫌
悪
す
べ
き
歴
史
的
背
景
等
が

原
因
と
な
る
心
理
的
欠
陥
に
つ

い
て
は
瑕か

疵し

と
い
う
べ
き
で
す

か
ら
、
自
殺
事
件
の
あ
っ
た
住

宅
に
つ
い
て
も
瑕か

疵し

と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

瑕か

疵し

の
存
在
に
よ
る
不
動
産
価

値
減
少
分
に
つ
い
て
損
害
賠
償

請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

も
っ
と
も
解
除
ま
で
認
め
ら

れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
別
途
検

討
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に

は
、
自
殺
事
件
が
あ
っ
て
か
ら

本
件
住
宅
購
入
時
ま
で
経
過
し

た
年
数
は
ど
の
く
ら
い
か
、
本

件
住
宅
の
購
入
目
的
が
転
売
目

的
か
居
住
目
的
か
、
自
殺
事
件

の
あ
っ
た
場
所
と
生
活
の
場
と

の
位
置
関
係
等
の
事
情
を
考
慮

し
て
判
断
さ
れ
ま
す
。
本
件
の

場
合
、
自
殺
事
件
が
発
生
し
た

の
は
本
件
購
入
の
わ
ず
か
数
年

【６月の消費生活相談】
●と　き＝６月５日（火）・12日（火）・19日（火）・
　　　　　26日（火）９時～ 16時
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　専用ダイヤル ☎(71)0822  IP☎9(71)0822

【６月の法律相談】
●と　き＝６月12日（火）13時30分～ 16時
　　　　　＊要予約
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　　　　　☎(82)0254  IP☎9(82)0254

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する悪徳商法～

前
で
あ
り
、
し
か
も
マ
イ
ホ
ー

ム
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
購
入

し
て
い
る
こ
と
、
自
殺
事
件
の

あ
っ
た
場
所
が
家
の
リ
ビ
ン
グ

で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
解

除
ま
で
認
め
ら
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
か
か
る
心
理
的
欠
陥

の
存
在
に
つ
い
て
住
宅
購
入
当

時
売
主
か
ら
説
明
が
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
売
買
契
約

に
付
随
す
る
説
明
義
務
違
反
や

消
費
者
契
約
法
に
お
け
る
「
不

利
益
事
実
の
不
告
知
」
に
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
に
基

づ
く
責
任
追
及
も
可
能
で
す
。

具
体
的
な
相
談
は
消
費
生
活
相

談
窓
口
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

マ
イ
ホ
ー
ム
を
も
つ
こ
と
が

長
年
の
夢
で
し
た
が
、
よ
う
や

く
家
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
中
古
住
宅
で
は
あ
り
ま

す
が
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
手
に
入

れ
幸
せ
で
し
た
。
し
か
し
、
住

み
始
め
て
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ

て
、
数
年
前
に
こ
の
家
の
リ
ビ

ン
グ
で
自
殺
事
件
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
数
年
前
に

家
の
リ
ビ
ン
グ
で
自
殺
事
件
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
売
主
か
ら
全

く
説
明
を
受
け
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
で
き
れ
ば
今
す
ぐ
に
で

も
契
約
を
解
除
し
て
引
っ
越
し

た
い
で
す
。
し
か
し
、
私
が
慎

重
に
選
ん
だ
だ
け
あ
っ
て
土
地

や
家
の
構
造
等
に
は
全
く
問
題

な
く
、
欠
陥
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
解
除
で
き
る
で
し
ょ

う
か
？
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町
長

　
小
林  

昌
司

 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

活
用
協
議
会
が
設
立

　

木
材
に
由
来
す
る
生
物
資
源

で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、

化
石
資
源（
石
油
、
石
炭
等
）の

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
ま

た
温
暖
化
対
策
に
も
寄
与
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
注
目

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
約
半
分
が
未

利
用
の
ま
ま
で
あ
り
、
木
材
加

工
場
か
ら
発
生
す
る
残
材
や
、

森
林
か
ら
間
伐
等
で
発
生
す
る

林
地
残
材
の
利
用
率
が
低
い
実

態
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
若
桜
町
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
活
用
協
議
会
を

　

３
月
４
日
に
開
催
し
た
若
桜

町
林
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い

て
も
、
多
く
の
方
か
ら
若
桜
木

材
共
同
組
合
の
製
材
工
場
残
材

を
利
用
し
た
乾
燥
機
の
余
熱
を

利
用
し
、
農
業
振
興
な
ど
で
活

用
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
具
体
的
な
提
案
も
あ

り
、
是
非
と
も
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
実
施
し
、
今
後
町
内
の
多

く
の
方
が
協
力
・
連
携
で
き
る

活
用
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、

来
年
２
月
を
目
途
に
、
若
桜
町

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
総
合
利
用
計

画
を
柱
に
①
モ
デ
ル
事
業
計
画

　

②
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
確
保
計

画　

③
熱
利
用
・
発
電
等
利
用

計
画　

④
企
業
誘
致
・
雇
用
及

び
所
得
の
向
上
に
資
す
る
計
画

等
を
策
定
し
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
策
定
の
委
員
に

は
、
町
の
職
員
、
鳥
取
県
森
林
・

林
業
総
室
、環
境
立
県
推
進
課
、

八
頭
総
合
事
務
所
、
県
林
業
試

験
研
究
所
等
の
職
員
、
八
頭
中

央
森
林
組
合
、
若
桜
木
材
協
同

組
合
、
Ｊ
Ａ
、
地
元
森
林
所
有

設
立
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
の
は
、
林
業
再
生
元
年

と
し
て
平
成
20
年
か
ら
始
め

た
、
地
元
の
間
伐
木
を
地
元
の

製
材
工
場
で
製
品
化
す
る
若
桜

素
材
生
産
共
同
体
の
活
動
で
あ

り
ま
す
。
町
内
の
異
業
種
連
携

が
功
を
奏
し
、
ほ
と
ん
ど
活
動

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
間
伐
搬
出

量
が
、
近
年
増
加
し
、
生
産
過

程
で
多
量
に
生
じ
る
林
地
残
材

や
、
製
材
工
場
残
材
が
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
、
見
込

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

者
の
皆
さ
ん
等
、
多
彩
な
顔
ぶ

れ
の
専
門
の
皆
様
方
で
あ
り
ま

す
。

 

鳥
取
市
の住民

投
票
に
思
う

　　

鳥
取
市
の
庁
舎
問
題
の
新
築

化
・
耐
震
化
を
問
う
住
民
投
票

は
、
去
る
５
月
20
日
に
投
票
が

行
わ
れ
、
市
民
は
耐
震
化
を
選

択
し
ま
し
た
。
他
の
市
の
こ
と

で
す
か
ら
、
私
は
こ
の
住
民
投

票
に
対
し
て
と
や
か
く
言
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
住

民
投
票
で
感
じ
た
こ
と
は
、
私

達
は
地
方
公
務
員
と
し
て
本
当

に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
仕
事

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
言
う

こ
と
を
も
う
一
度
再
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
で
き
る
だ
け
住
民
の
皆

様
の
意
見
を
聞
こ
う
と
、
毎
月

一
回
各
集
落
を
順
番
に
回
っ
て

皆
さ
ん
と
お
話
し
を
し
て
お
り

ま
す
。
今
、
役
場
で
や
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で

木質バイオマス資源活用協議会

の
取
り
組
み
を
説
明
し
て
お
り

ま
す
。
し
っ
か
り
と
説
明
責
任

を
果
た
す
と
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
が
返
っ
て
ま
い
り
ま

す
。建
設
的
な
意
見
も
あ
れ
ば
、

お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
や
、
集

落
の
要
望
も
ご
ざ
い
ま
す
。
有

難
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
集
落
の
要
望
も
、

で
き
る
だ
け
早
く
解
決
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、
今
度
は
お
礼
の

言
葉
が
返
っ
て
き
ま
す
。
や
は

り
、
私
達
の
仕
事
は
住
民
の
皆

さ
ん
が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
達
の

仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
民
主
主
義
の

基
本
を
忘
れ
ず
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
職
員
一
同
、
汗
を

流
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
桜
町
と
し
て
も
住

民
の
皆
様
の
憲
怯
と
も
言
う
べ

き
住
民
基
本
条
例
も
早
く
つ
く

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　

本
年
４
月
に
若
桜
学
園
が
開
校
し
ま
し

た
。

　

４
月
６
日
、
開
校
式
。
緊
張
し
た
表
情

を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、
期
待
と
希
望
に
目

が
輝
き
ま
す
。
生
徒
会
長
大
久
保
君
の
挨

拶
は
、
新
し
い
学
校
を
創
り
だ
す
こ
と
へ

の
力
強
い
決
意
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
、
入
学
式
。
23
名
の
一
年
生

と
26
名
の
７
年
生
が
手
を
つ
な
い
で
入

場
。
小
中
一
貫
校
ら
し
さ
を
象
徴
的
に
現

す
姿
に
、
会
場
の
参
加
者
全
員
が
笑
顔
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
２
０
３
名
の
小
・
中
学
生
が

新
改
築
さ
れ
た
き
れ
い
な
校
舎
の
中
で
、

一
緒
に
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
の

小
学
校
や
中
学
校
に
、
あ
っ
た
り
な
か
っ

た
り
し
た
も
の
が
融
合
し
た
仕
組
み
の

下
、
新
し
い
学
び
を
創
造
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

若
桜
学
園
ス
タ
ー
ト

65  若桜学園

【全校遠足】　玉入れにチャレンジ

　平
成
11
年
の
響
の
森
オ
ー
プ
ン
か

ら
３
年
間
響
の
森
に
在
籍
し
て
い
ま

し
た
が
、
縁
あ
っ
て
こ
の
春
11
年
振

り
に
再
び
響
の
森
に
赴
任
し
て
き
ま

し
た
。

　無
料
化
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
の
閉
鎖
に
伴
う
ス
タ
ッ
フ
の
減
少

な
ど
当
時
と
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

基
本
的
な
展
示
に
変
わ
り
は
な
く
少

し
ほ
っ
と
し
な
が
ら
毎
日
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　新
任
の
ご
挨
拶
で
町
内
の
関
係
先

に
伺
い
ま
し
た
が
、
懐
か
し
い
人
に

も
多
数
お
会
い
し
、「
帰
っ
て
来
た
だ

か
」、「
知
っ
て
い
る
人
に
来
て
も
ら
っ

て
良
か
っ
た
わ
」
な
ど
の
声
か
け
を

し
て
も
ら
い
当
時
を
思
い
出
し
な
が

ら
帰
っ
て
来
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

　開
館
当
初
は
、
県
や
町
、
地
域
が

一
体
に
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
氷
ノ
山
地
域
の
活
性
化

に
地
域
を
挙
げ
て
取
組
み
、
若
桜
町

も
元
気
が
あ
る
な
と
実
感
し
て
い
ま

し
た
。「
夏
山
開
き
」、
氷
ノ
山
の
山

菜
を
食
材
に
し
た
「
氷
ノ
山
き
の
こ

グ
ル
メ
」
な
ど
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
で

盛
り
上
が
り
多
く
の
方
に
氷
ノ
山
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　自
然
に
対
し
て
は
疎
い
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
あ
の
こ
ろ
の
活
気
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
施
設
づ
く

り
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　氷
ノ
山
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
響
の
森

を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

響
の
森
館
長

　山
本

　修

�“響の森に戻ってきました”

　

先
日
、
５
月
２
日
の
全
校
遠
足
は
あ
い

に
く
の
雨
で
し
た
。
24
チ
ー
ム
の
縦
割
り

班
で
若
桜
宿
内
の
各
ポ
イ
ン
ト
を
回
る

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
９
年

生
や
８
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
下
級
生

を
気
づ
か
い
な
が
ら
、
設
定
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
（
缶
積
み
、
玉
入
れ
、
大
縄
跳
び

な
ど
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
上
級
生
は

下
級
生
の
面
倒
を
見
て
、
小
さ
い
子
は
世

話
を
受
け
な
が
ら
活
動
を
す
る
こ
と
で
、

協
力
や
我
慢
を
学
び
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

小
・
中
学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
若
桜
学
園

の
校
風
を
創
り
出
し
、
小
中
一
貫
校
の
良

さ
を
も
っ
と
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９
IP９（８２）２２１４

　

私
た
ち
の
体
は
実
に
60
％
が
水
分
で

で
き
て
い
ま
す
。

　

水
分
は
、
血
液
と
し
て
体
内
を
め
ぐ

り
、
汗
や
お
し
っ
こ
と
し
て
、
老
廃
物

を
排
出
す
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま

た
、
蒸
発
し
て
体
温
を
調
節
す
る
な
ど
、

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。

○
体
内
の
水
分
は
、
加
齢
と
共
に
減
少

し
て
い
き
ま
す

　

体
内
の
水

分
が
減
少
す

る
と
脱
水
状

態
に
な
り
、

様
々
な
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ

り
ま
す
。
脱

水
を
防
ぐ
た

め
に
水
分
を

普
段
か
ら
と

る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ

う
。

○
一
日
１
，
３
０
０
㏄
飲
み
ま
し
ょ
う

　

成
人
の
一
日
に
必
要
な
水
分
量
は
、
体

重
１
㎏
あ
た
り
50
㏄
で
す
。

　

つ
ま
り
、
体
重
50
㎏
の
人
で
は
、
２
，

５
０
０
㏄
必
要
と
の
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

直
接
口
か
ら
飲
む
水
分
以
外
に
、
体

水
分
を
し
っ
か
り

取
り
ま
し
ょ
う

に
入
る
水
分
は
、

　

①
体
内
で
代
謝
に
よ
り
作
ら
れ
る
水
分

（
約
３
０
０
㏄
）

　

②
食
事
で
固
形
物
か
ら
吸
収
さ
れ
る
水

分
（
約
９
０
０
㏄
）

で
す
。

　

で
す
か
ら
、
体
重
50
㎏
の
人
が
一
日
に

飲
む
、
必
要
な
水
分
量
は
１
，
３
０
０
㏄

と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
あ
な
た
は
毎
日
ど
れ
く
ら
い
の

水
分
を
取
っ
て
い
ま
す
か
？

湯
の
み
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
一
杯
…

１
０
０
㏄

汁
わ
ん
一
杯
…
１
５
０
㏄

マ
グ
カ
ッ
プ
…
２
０
０
㏄

を
目
安
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

朝
食
に
お
味
噌
汁
一
杯
、
毎
食
後
の
お

薬
の
水
、
牛
乳
、
コ
ー
ヒ
ー
そ
れ
ぞ
れ
一

杯
、
だ
い
た
い
こ
れ
で
５
５
０
㏄
。

　

一
日
の
必
要
量
の
半
分
に
も
な
ら
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

○
意
識
し
て
、
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う

　

計
算
し
て
み
て
「
足
り
な
い
な
」
と
感

じ
た
ら
、
自
分
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
必

要
量
を
ポ
ッ
ト
な
ど
に
入
れ
て
お
き
、
一

日
か
け
て
飲
み
干
す
よ
う
に
心
が
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
暑
く
な
る
の
で
、
気

付
か
な
い
う
ち
に
脱
水
症
を
起
こ
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

と
し
て
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
ま
し
ょ

う
。

80％
赤ちゃん

65％
子ども

60％
成人

約 50％
老人

　

若
桜
町
で
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
歯
を
大

切
に
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

歯
（
口
）
は
体
の
す
べ
て
の
器
官
に
通

じ
る
最
初
の
入
り
口
で
す
。
歯
の
状
態
が

悪
い
と
十
分
に
栄
養
が
と
れ
な
い
た
め

に
、
体
力
・
免
疫
力
が
低
下
し
様
々
な
病

気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
最
近
の
研
究
で

は
、
む
し
歯
菌
や
歯
周
病
菌
が
心
臓
病
や

脳
梗
塞
、
糖
尿
病
、
肺
炎
な
ど
の
病
気
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
口

の
中
を
で
き
る
だ
け
清
潔
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
食
後
は
必
ず
歯
み
が
き

を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
睡
眠
中
は
、
だ
液

の
分
泌
量
が
減
っ
て
歯
周
病
菌
や
む
し
歯

菌
の
活
動
が
活
発
に
な
る
た
め
寝
る
前
の

歯
み
が
き
が
大
切
で
す
。
お
風
呂
で
湯
船

に
浸
か
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
時
間
を
と
っ

て
歯
み
が
き
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
自
分
の
口
の
中

を
鏡
で
見
な
が
ら
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
生
涯
自
分
の
歯
で
お
い
し
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。

歯
み
が
き
は

じ
ょ
う
ぶ
な
か
ら
だ
の

　

第
一
歩

～
６
月
４
日
か
ら
10
日
は

歯
の
衛
生
週
間
で
す
～

特
定
健
診
・
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
の
該
当
者
と
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
の
方
に
は
６
月
初
旬
に
受

診
券
と
ご
案
内
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
年

に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
生
活
習
慣
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

月　日 健診会場 受付時間
６月20日（水） 保健センター ９時～ 10時

６月21日（木） ドリーミー ９時～ 10時

６月25日（月） 保健センター ９時～ 10時

６月26日（火） 保健センター ９時～ 10時

６月27日（水） 保健センター ９時～ 10時

平成24年度特定健診・健康診査集団検診日程表

★６月から１月末までは町内医療機関でも受けることができます。
★受診の際は必ず特定健診受診券又は健康診査受診券と保険証を
ご持参ください。

★国保以外の保険の被扶養者の方も受診できますので、各事業所か
ら発送されている特定健診受診券と健康保険証をご持参ください。

★問い合わせ先　　
　若桜町保健センター　☎ (82)2214　ＩＰ☎ 9(82)2214

　コミュニティーセンターとして、
生活上の各種相談事業や人権課題の
解決のための各種事業を総合的に行
う」ことを目的としており、いつで
も気軽に来られて“ほっ”とするよう
な気持ちになれる「みんなの居場所」
を目指しています。

今月の言葉　「すみずみまで　きれいにしよう　心の中を」

【高野隣保館は】

小学生の通学バス

「交通安全」パトロール

強化作戦を始めました。

＊４月～８月まで＊

保護者や地域の人が交代制で、児童を見守る交通指導を実施
しています。「横断歩道の渡り方・バスの乗り方・交通マナー」
を指導して９月からは自分達で安全にバス通が出来るよう頑
張っています。

さまざまな相談に応じています。

　相談者の思いや、悩み
をじっくりと聞き、関係
機関の紹介など問題解決
にむけていっしょに考え
ていきます。
　『住みよいまちづくり』は、小さなことの
つみ重ねでできていくもの、隣保館でも、
各地域でも、ご近所さん同士の日常生活の
中でも、小さなつみ重ねを大切にしていこ
うではありませんか。

　

正
し
い
言
葉
遣
い
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
人
格
を
磨
く
こ
と
に
つ
な

が
り
、ひ
い
て
は
人
権
感
覚
、人
権
意
識
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

言
葉
を
つ
か
う
人
間
の
心
に
差
別
心
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
言
葉
も
差
別
語
と
な
っ

て
相
手
の
心
に
伝
わ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
っ
た
ん
相
手
の
心
に
届
い
た
言
葉
は
、
言
葉
そ
の
も
の
は
消
え
て
も
、

心
の
言
葉
は
消
え
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
人
間
関
係
を
築
く
土
台
と
な
る
言
葉
遣
い
の
大
切
さ
に
、

あ
ら
た
め
て
き
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

対
人
関
係
を
円
滑
に
し
、
温
か
い
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
源
は
言
葉
遣
い
に
あ

る
事
を
認
識
し
、
言
葉
遣
い
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

言

語

感

覚

を

磨

く

平成24年６月 10
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郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川

　柳

　（さ
く
ら
吟
社
）

面
白
く
楽
し
く
残
る
日
々
暮
ら
す　
　
　

 

植
田
み
の
る

恋
人
に
逢
う
心
地
し
て
さ
く
ら
待
つ　
　

 

車
井　

信
恵

美
し
い
心
で
ト
イ
レ
掃
除
す
る　
　
　
　

 

門
村　

千
代

人
間
も
蝶
々
も
虫
も
春
う
ら
ら　
　
　
　

 

蔵
本　

悦
子

北
の
国
挑
発
を
し
て
眠
ら
せ
ぬ　
　
　
　

 

中
田　

房
江

増
税
が
八
十
路
の
独
居
悩
ま
せ
る　
　
　

 

茗
荷　

き
み

泥
濘
に
戸
惑
う
春
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル　
　
　

 

盛
田　

夢
路

寄
来
屋
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
面
白
い　
　

 

石
岡
せ
つ
子

面
白
い
人
生
だ
っ
た
悔
い
が
な
い　
　
　

 

西
谷　

幸
子

面
白
い
澄
ま
し
た
妻
の
背
に
値
札　
　
　

 

谷
口　

史
子

不
機
嫌
な
夫
の
守
り
が
仕
事
で
す　
　
　

 

永
原　

昌
鼓

砂
丘
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
糸
電
話　
　

 

土
岐　

昌
子

桜
散
り
青
葉
若
葉
に
つ
つ
ま
れ
る　
　
　

 

藤
原
美
智
恵

ラ
ン
ド
セ
ル
に
背
負
わ
れ
て
い
る
新
一
年

 

川
上　
　

巧

好
き
な
こ
と
言
い
合
う
罪
な
酒
の
席　
　

 

山
本　

欣
和

目
で
心
解
か
る
二
人
に
な
り
ま
し
た　
　

 

盛
田　

康
秋

宿
題
も
出
来
て
な
い
の
に
新
学
期　
　
　

 

中
島　

寿
道

明
日
の
日
が
分
か
ら
な
い
か
ら
面
白
い　

 

竹
口　

清
信

七
十
億
人
み
ん
な
違
っ
て
面
白
い　
　
　

 

藤
原　

鬼
桜

贋
物
が
本
物
よ
り
も
よ
く
売
れ
る　
　
　

 
岡
崎　

彰
夫

俳

　句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

横
な
ぎ
に
雫
ふ
っ
飛
ぶ
春
嵐

 

西
尾　

青
雨

水
車
リ
ズ
ム
き
ざ
め
り
春
の
川

 

坂
口　

仲
子

春
雷
の
一
瞬
闇
を
つ
ら
ぬ
け
り

 

谷
口　

裕
子

裏
庭
の
今
朝
咲
き
そ
ろ
ふ
黄
水
仙

 

中
村　

節
枝

花
の
宿
は
し
ゃ
ぎ
し
後
の
児
の
寝
顔

 

山
根　

里
江

俳

　句　
（
鶴
尾
句
会
）

耕
し
の
土
に
ふ
か
ぶ
か
陽
を
入
る
る

 

山
本　

小
品

花
万
朶
廃
校
と
な
る
通
学
路　
　

 

岡
田
よ
し
子

白
木
蓮
朝
日
集
め
て
煌
め
け
り

 

田
島　

富
子

去
年
の
巣
を
見
廻
り
今
朝
の
つ
ば
く
ら
め

 

谷
口　

裕
子

ゆ
っ
く
り
と
刻
流
れ
ゆ
く
花
の
下

 

盛
田　

紘
子

沈
丁
花
郵
便
受
け
に
子
の
便
り

 

竹
本　

光
子

友
と
あ
ふ
菜
の
花
色
の
セ
ー
タ
ー
で

 

茗
荷　

恵
子

　５月23日に写経体験会を若桜町公民館で
行いました。
　始めに講師の山本欣和さんから写経の手
ほどきを教わりました。

「心を落ちつけて精神を集中し、長時間継続
する写経は決して楽なことではありません
が、写経後は、事を成し遂げたさわやかさ
と満足感を得ることができます。文字の上
手、下手は問題ではなく心をこめて書くこ
とが大事であり、気に入らないものになっ
ても作品は大切に保存しておいて欲しい。」

　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
本
物
そ
っ
く
り
な

ペ
ッ
ト
な
ど
を
作
っ
た
作
品
を
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
作
品
を
作
っ
て
み
た
い
と
い
う

要
望
を
受
け
、
中
山
和
佳
子
さ
ん
を
講
師

に
4
月
22
日
に
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
講
習
会
を

開
催
し
、
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
の
基
礎
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
と
は
、
羊
毛
を
特
殊
な

針
で
刺
し
て
い
き
、
繊
維
を
か
ら
め
て
フ
ェ

ル
ト
状
に
し
な
が
ら
好
き
な
形
を
作
っ
て

い
く
手
芸
で
す
。

　

12
名
の
参
加
者
は
、
見
本
を
見
な
が
ら

頭
、
腕
、
足
、
耳
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
チ
ク

チ
ク
、
チ
ク
チ
ク
差
し
固
め
て
い
き
、
最

後
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
思
い
思
い
の
作
品

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

針
と
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
が
あ
れ
ば
自
分
の

思
い
ど
お
り
の
作
品
づ
く
り
が
楽
し
め
る

こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
中
に
は「
飼
っ
て
い

る
愛
猫
・
愛
犬
そ
っ
く
り
の
作
品
が
作
っ

て
み
た
い
」な
ど
と
大
好
評
で
し
た
。

と説明されました。
　さて、いよいよ書写の始まりです。手本
を下に敷き写経用紙に『般若心経』を書き
写していきます。静寂な雰囲気の中、受講
生10名は１時間30分ほどかけて作品を完成
させ達成感を味わいました。

写経体験会
～５月23日～

こんな作品が作れるようになりました

＊
＊
＊
＊
＊

　＊
＊
＊
＊

　＊
＊

＊

＊＊
＊
＊
＊
＊

　＊
＊
＊
＊

　＊
＊

＊

　

昨
年
５
月
に
新
サ
ー
ク
ル
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
11
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
午
後
２
時
よ
り

一
時
間
半
ほ
ど
、
皆
が
そ
の
日
そ
の
時

の
体
調
に
合
わ
せ
身
体
を
動
か
し
ま
す

が
、
毎
回
口
々
に
で
る
の
は「
忘
れ
て
し

ま
っ
た
」で
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
覚
え

の
良
い
年
齢（
？
）で
す
の
で
、
先
生
の

リ
ー
ド
な
し
で
は
ス
ム
ー
ス
に
動
け
ま

せ
ん
が
、
皆
が
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

太
極
拳
に
は
低
下
し
た
筋
力
や
バ
ラ

ン
ス
能
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
そ
う

で
す
。
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
仲
間
づ

く
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
皆
で
楽
し

み
な
が
ら
身
体
を

動
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

新
入
会
員

の
ご
参
加

を
お
待
ち

し
て
い
ま

す
。 サ

ー
ク
ル
紹
介「

太
極
拳
」

羊毛フェルト講習会を開催しました

ひと筆ひと筆心をこめて書写する受講生

　5月24日、～山陰海岸ジオパーク～をテーマと
した社会見学にでかけました。
　最初に、世界初となる全天候型の砂像展示施
設「砂の美術館」を見学しました。
　砂の美術館のテーマは、今年イギリスでオリ
ンピックが開催されることから「砂で世界旅行
～イギリス」とのこと。イギリスをテーマとし
た壮大な作品が16基立ち並んでいましたが、参

加者は、その作品が砂と水だけで作ら
れていることに感心しきりでした。
　山陰海岸学習館では、『山陰海岸ジ
オパーク』
を 紹 介 す
る 映 像 や
学 芸 員 に
よ る ユ ー
モ ア あ ふ
れ る 解 説
に 受 講 生
は う な ず
きながら耳を傾け、それぞれが鳴砂をならした
り、砂を顕微鏡で覗いたりして、さまざまな角
度で体験学習を行いました。
　最後に訪れたのは香美町の「応挙寺」とも呼
ばれる「大乗寺」で、円山応挙やその一門の画
家たちの襖絵を鑑賞するなどして、参加者は有
意義な社会見学を終えました。

若桜氷ノ山寿大学・
池田分館寿大学合同社会見学

～５月24日～

若桜氷ノ山寿大学参加者みなさん

池田分館寿大学参加者みなさん

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
講
習
会
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６
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わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時
～

時

10

30

18

30

12

20

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
ス

２
日
・
日（
土
）

16時

分
～

時

分

10

40

11

30

イ
ル
カ
コ
ー
ス

２
日
・
日（
土
）

16時

分
～

時

分

11

40

12

30

シ
ャ
チ
コ
ー
ス

２
日
・
日（
土
）

16時

分
～

時

分

10

40

11

30

日
・
日（
木
）

14

28時

分
～

時

分

16

40

17

30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

２
日
・
日（
土
）

16時

分
～

時

分

11

40

12

30

日
・
日（
木
）

14

28時

分
～

時

分

17

40

18

30

６
月
の
予
定

新 着 図 書 2012．4．30まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

米山 淳一・歴史鉄道酔余の町並み重松 清・希望の地図

蛇蔵・日本人の知らない日本語 ３翔田 寛・築地ファントムホテル

松井 賢一・うまいぞ！シカ肉西澤 保彦・幻想即興曲

綾小路 きみまろ・老婆は一日にして成らず高杉 良・破壊者たち

櫻井 よしこ・日本の試練梁石日・大いなる時を求めて

太田 あや・超（スーパー）小学生相沢 沙呼・マツリカ・マジョルカ

戸練 ミナ・重ね煮レシピ100田牧 大和・ほそ道密命行

宮崎 学・イマドキの野生動物朝井 リョウ・少女は卒業しない

≪ ヤングアダルト ≫伊坂 幸太郎・PK（ピーケー）

あさの あつこ・一年四組の窓から池永 陽・奇妙な絵柄

辻村 深月・サクラ咲く柚木 麻子・けむたい後輩

≪ 児 童 書 ≫西條 奈加・朱龍哭く

宮川 ひろ・けんかにかんぱい！福田 和代・スクウェア １・２

加部 鈴子・転校生は忍びのつかい西村 京太郎・松島・蔵王殺人事件

令丈 ヒロ子・こわい！ 闇玉赤川 次郎・三毛猫ホームズの夢紀行

えびな みつる・太陽のかがく尾崎 将也・梅ちゃん先生 上

三浦 慎悟・生ゴミをあさるカラス神永 学・心霊探偵八雲 ９

≪ 絵 本 ≫有川 浩・三匹のおっさんふたたび

宮 次男・地獄瀬戸内 寂聴・その後とその前

道浦 母都子・ふるさと６０年林 真理子・“あの日のそのあと”風雲録

イルセ プルーム・まきばののうふ森村 誠一・五十歳でも老人八十歳でも青年

佐藤 雅彦・中をそうぞうしてみよ加納 朋子・無菌病棟より愛をこめて

≪ 郷 土 ≫阿刀田 高・日本語の冒険

平林 都・接遇道マシュー ロゲリン・僕がパパに育つまで

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

水泳教室の募集について
みんなでウォーキング教室
からだにいいヨガ教室

ベビー 水泳教室

上記３教室、会員様の入会
追加募集を行っております。

運動不足やストレスの
解消など体に良いこと

始めませんか。

そろそろ梅雨の季節がやってきます。
この時期体調を崩される方や、精神的

に落ち込まれる方が増えます。
プールで気分転換はいかがですか？

温水プールなら屋根もあり、

暖かい中でゆったりと

体を動かす事ができますよ。

ぜひ、ご利用下さい。

1



平成24年６月 16

　

元
消
防
団
長　

谷
川
輝
久
さ
ん

（
西
町
）、
大
坪
光
義
さ
ん
（
西
町
）

の
奉
仕
作
業
に
よ
り
完
成
し
ま
し

た
。「
若
さ
の
鐘
」
は
山
本
徹
成
さ

ん
（
渕
見
）
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

主
な
展
示
品

　

手
引
き
腕
用
ポ
ン
プ
、
纏

ま
と
い
、
自
動

車
ポ
ン
プ
鐘
、
昔
の
法は

っ

被ぴ

と
防
火
頭

巾
、
半
鐘
な
ど

た
く
み
の
館
に

ミ
ニ
消
防
博
物
館
オ
ー
プ
ン

　

水
道
事
業
は
町
民
の
皆
様
か
ら
の
水
道

料
金
収
入
を
基
本
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
こ
の
料
金
収
入
が
確
保
さ
れ
な
い
と

施
設
の
維
持
管
理
・
修
繕
な
ど
安
心
・
安

全
な
水
道
水
の
供
給
に
支
障
を
来
す
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
負
担
の
公
平
性
と
財
源

確
保
を
目
的
に
、
水
道
料
金
を
滞
納
さ
れ

て
い
る
場
合
、
再
三
の
請
求
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
支
払
い
約
束
の
不
履
行
、
連
絡
な

し
な
ど
の
場
合
に
は
、
水
道
法
及
び
若
桜

町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
に
基
づ
き
、

給
水
を
停
止
し
ま
す
。

　

給
水
停
止
と
な
る
と
、
原
則
と
し
て
、

滞
納
料
金
を
全
額
お
支
払
い
い
た
だ
か
な

い
限
り
、
給
水
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
未
収
金
解
消
の
た
め
、
給
水
停

止
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
と
も
納
付
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
土
整
備
課 

☎(

82)

２
２
３
６

　
　
　
　
　

 

Ｉ
Ｐ
☎
９(

82)

２
２
３
６

水
道
料
金
の
滞
納
で
給
水
を
停
止
し
ま
す

水
道
料
金
の
滞
納
で
給
水
を
停
止
し
ま
す

▲手引き腕用ポンプ

▲若さの鐘

　下水道は、美しい自然環境を守り人々が健康で快
適な生活をおくるために欠くことのできない重要な
施設です。
　下水道の供用開始後、３年以内に公共マスへ接続
するよう法律で義務付けられていますので、台所や
浴室などから出る汚水を下水道に接続する排水設備
をすみやかに設置してください。
　また、下水道処理区域以外の集落では、合併浄化
槽（個人設置型）の設置をお願いします。

（設置に関しては、補助制度もありますので役場町土
整備課へお問い合わせください。）
☎(82)2236 IP☎9(82)2236
　下水排水施設を整備し、清流を守り、また、地域
の生活環境の改善を達成するために、皆さんのご協
力をお願いします。

下水道に接続しましょう

下水道接続率について 平成24年３月末現在
公共下水道接続率

接続使用
人数（人）

接続率
（％）接続戸数供用開始

戸 数処理区
1,97871.6７７５1,082若桜処理区
18170.574105糸白見中央
13380.85973湯 原 中 央
6055.63054米処理区

注）供用開始戸数は公共的施設（公民館等）も含みます。

合併浄化槽設置状況（個人設置型） 平成24年３月末現在
接続率（％）設置戸数集落戸数集落名

5.7235諸 鹿 地 区
23.1313来見野地区
0.004茗荷谷地区

20.0315落 折 地 区

平成24年３月末現在農業集落排水接続率
接続使用
人数（人）

接続率
（％）接続戸数供用開始

戸 数処理区
20189.493104吉 川 地 区
37181.1172212池田中央地区

注）供用開始戸数は公共的施設（公民館等）も含みます。

　若桜町では、平成24年度に若桜町が認める２級介
護ヘルパー養成講座を受講された方に対し、受講料
の一部を助成します。助成を希望する方は、町民福
祉課に申請してください。

【対象者】

若桜町に住所があり、２級介護ヘルパー養成講座を
受講し全課程を修了した方

【助成額】受講料の1 ／ 2（上限額　30,000円）
【対象となる講座】

鳥取県の指定を受け事業者などが実施する、2級介護
ヘルパー養成講座

【申請に必要なもの】

・受講料の領収書（受講料の金額を確認できるもの）
・講座の修了証明書　・印鑑
・振込希望先の金融機関の口座が確認できるもの
【お問い合わせ先】

町民福祉課 ☎(82)2232 IP☎9(82)2232

介護ヘルパー２級研修の受講料を助成します

　若桜の森の健康診断実行委員会が、６月９日に小
船・落折において「森の健康診断」を実施します。こ
れは、ボランティアの手により、人工林を調査し、
森林の現況を科学的に明らかにするものです。
　樹木の高さ、太さ、混み具合などに加え、地面の
植物や落葉なども調査します。
　調査結果は、研究者が科学的に分析して後日報告
書にまとめる予定です。また、10月には町内全域に
おいて「森の健康診断」を実施する予定です。
　地元の皆様の御協力をお願いするとともに、実行
委員会ではボランティアを募集しています。

【連絡先】若桜町浅井　田中修一 ☎(82)0704

森の健康診断について
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国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し

て
、
ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
験
資
格
】

１　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者
（
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に
卒
業
し

た
者
が
該
当
す
る
。）
及
び
平
成
25
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

２　

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者

【
試
験
の
程
度
】

○
高
校
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
方
法
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

（http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

）

○
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

場
合
は
、
第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事

院
地
方
事
務
局
に
郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
申

込
書
を
提
出

（
注
）
採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験
を
全

国
の
ど
こ
の
試
験
地
で
も
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
：
平
成
24
年
６

月
26
日
（
火
）
９
：
00
か
ら
７
月
５
日
（
木
）

　
（
７
月
５
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
デ
ー
タ

を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。）

○
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み
：
平
成
24

年
７
月
２
日
（
月
）
～
７
月
10
日
（
火
）

　
（
７
月
10
日
（
火
）
ま
で
の
通
信
日
付
印

有
効
。）

【
第
１
次
試
験
】

○
試
験
日　

平
成
24
年
９
月
９
日
（
日
）

○
試
験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄
す

る
試
験
地
は
、
鳥
取
市
・
松
江
市
・
岡
山
市
・

広
島
市
・
山
口
市

○
試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試
験
・

作
文
試
験

【
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
】

○
平
成
24
年
10
月
11
日
（
木
）

【
第
２
次
試
験
】

○
試
験
日　

平
成
24
年
10
月
18
日
（
木
）
か

ら
10
月
25
日
（
木
）
ま
で
の
間
の
指
定
す
る

１
日

○
試
験
地　

第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
に
併

せ
て
通
知

○
試
験
種
目　

人
物
試
験
・
身
体
検
査

【
最
終
合
格
発
表
日
】

○
平
成
24
年
11
月
20
日
（
火
）

【
受
験
申
込
書
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
・

問
い
合
わ
せ
先
】

○
広
島
国
税
局 

総
務
部 

人
事
第
二
課 

試
験

研
修
係

（
〒
７
３
０

－

８
５
２
１　

広
島
市
中
区

上
八
丁
堀
６

－

30 

☎
０
８
２
（
２
２
１
）

９
２
１
１ 

内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５
）

又
は
お
近
く
の 

税
務
署 

総
務
課
へ

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

○
国
税
庁　

http://w
w

w
.nta.go.jp

税
務
職
員
募
集

　山田町在住の山本虎之助さんが収集された祝賀行
事などの記念品、名所旧跡など観光地の土産品、宣
伝用やインテリア品などに染色された手ぬぐい200
点余りと山本さんの絵画数点を展示します。前期と
後期で作品を入れ替えますので、多種多様な手ぬぐ
いの世界をお楽しみください。

【会期】

前期：６月１日（金）～ 17日（日）
後期：６月19日（火）～７月１日 （日）
いずれも９時～ 17時

【休館日】毎週月曜日
【お問い合わせ先】

たくみの館　☎（82)0583　IP☎9(82)0583

たくみの館企画展示
　山本虎之助 手ぬぐいコレクション展

皆川泰蔵 画「蒸気機関車12号・客車」

給水中の止水栓

閉栓した止水栓


